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アメリカ構造言語学の発達は，今日の我国における英語教授の面におい

てかなりの影響を与え，この新しい言語科学の原理によ石英語学習指導法

が研究されて，実際の教室での応用がなされるようになった.中でも音素

論の果す役割には特に注目する必要がある.それは英語の音声資料を整理

してp いくつかの音素を独自の理論を用いて設定し，更にいわゆるかぶせ
000  

音素 (Supr旦segmentalphoneme)，すなわち，強勢 (Stress)，高さ (Pitch)
o 0 

及び連接 CJuncture)を加え，それらに構造上の差異を認める限りにおい

てP 対立的な言語学のー単位として音素 (Phoneme)と呼ぶに至っている.

この音素に関すあ知識は，英語教授における音声面に多〈役立てられるよ

うになったが，以下にこういった問題の中，特に発音 CPronunciation)の

指導に関して，二，三の問題を考えてみたいと思う.

日本人と，英語を母国語とする人々の英語の発音には，多くの場合著し

い差異がみられるが，これは如何なる指導上の欠陥に基ずくものであろう

か.子供の墳から外人に接して直接 SpokenEngIishを身につけた場合を

除いて，殆ど大部分の子供は中学一年になって英語を日本人教師の指導の

下に学ぶのが普通であるがp 過去においては種々の理由から，音声面の指

導には，読み(内容理解〉書き(作文〕及び文法程，重点が置かれていなか

ったことも今日の学習者一殊に高校以上の学生ーの発音を困難にしている

遠因がある.従って終戦後外人との交渉をもっ機会が増ずにつれて，いわ

ゆる「役に立つj英語に関心が向けられ，英語の実用的見地から Hearing

や Speakingの面の重要性が次第に認識されるに及んで，一方ラジオ，テ
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レピ，レコード，テープ，映画等，視聴覚教育の研究，利用が進み，その

結果今日では nativespeaker による生の英語の発音を聞ける環境が整備

改善されるようになった.機械器具を通しての英語の学習は，消極的なも

のから積極的なものを含めて，学習者の発音の面において大いに効果をあ

げ得ることは疑う余地はないが，しかし教授者が，英語の発声について，

特に音素に関する知識を学習者に与えることは，学習者の年齢に比例して

一層効果的であることも強調されねばならないことである.外国語の学習

は最も恵まれた学習環境にあってさえ，自然の習得にまかされるならば，

音声面において9 あくまでも習得し難い部分があることに注意する必要が

ある.在米移民の多〈は何十年も米国で生活を送っていながらp なお言葉

が完全な英語ではないという事実から，長年にわたる HearingとSpeak同

ingをもってさえ充分英語を自己のものに出来ないのなら，外国語として

特に音声面の研究に留意する必要があると， Gleasonも述べているごとし

外国語「なまり」を取るには，当外国語の音声組織を知札更に母国語と

の比較において両者の差異の指摘，確認が，教授者と学習者間に行われる

ことが望ましいわけである.

2 

Ladoによれば英語の発音の問題は大別しては)Sounds (2) Intonation 

(3) Rhythm に分けられるという.従来の発音の指導は Soundのみに限

られる事が多く，Intonation(音調〕はごく簡単に， Rhythmは殆どまれに

しか，教えられていなかった. これは本国の米英においても，これらに関

する研究が深く進んでいなかった故でもあるが，アメリカで PikeがSapir

及び Bloomfieldの流れを受け，構造言語学の原理に基いてアメリカ英語

の音調を解明して以来タ我国においてもこの新しい解釈による教授法が用

いられるに至った.しかし，英語の構造は，日本語のそれとは大きく異な

るから，音調， リズムもまた異質のものであって，この知識なくして学習
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者に良い発音を期待することは出来ない.英語は英語の音調で話されなけ

ればならないが，日本語の音調をそのまま移入して話す場合には9 日本語

のなまりが現われるばかりでなく，英語国民に通じ難いことが起ることも

予想される.音調の誤りは更に，善意、の表現が悪意、(無関心，皮肉等〉に誤

解されるような場合も起りかねないであろう.英語国民のすべてが，我々

が英語を話す時の誤りやすい音調についての知識をもっているわけではな

いから，多〈の場合は，音調の表わす意味についての責任は本人自身が持

たねばならない.極〈初心者ならともかく，或程度白白に話せる学習者に

は特にこのことを自覚させることが必要であろう.

音調はその本来の性質上，会話におし、て或程度感情をこめて話されるな

らば，相手にとってはさほど聞き苦しいものではないかもしれないが， リ

ズムの誤りは決定的であり，又英語的でないリズムをもって，正確な音調

で語られることもあり得ない.更に，正しいリズムは正確な Soundを必

須条件とするから，これらの三要素は共に深い関係を持つもので，何れを

欠いても良い発音は期待出来ないL.E. Armstrong及び1.C. Ward 

は語勢よりも音調に優位を置いて， “For practical purposes， however， 

the student wi11 do well to remember that if the IntonatIon is right， 

the stress does not great1y matter， for the result is Eng1ish; whereas 

the stress can be right and the intonation wrong， and the resuIt is 

not English."と述べているが，このことは， 日本語を母国語とし， 日本

語的リズムを体得している学生に対してそのまま妥当なことではない.今

試みに，発音が普通程度の学生に，

A I farmer went I trotting u I pon his grey I mare. 

iJ:る文を示し印の所で区切り印の次のシラブ、ノレに Stressを置き，

全体をリズミカルに読むように指示して読ませてみるとp 結果はおのずか

ら明かになる.すなわちタこの指示通りの読み方をするには，かなりの練

習が必要ということである.学生の多くは9
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A farmer I went I trotting I upon his I grey mare. 

のごとく区切り， 一語一語を日本語風に読んで行く所から， どうしても
--一一ー-、、 ，ーーーーーー一一ーー『ー /戸』¥

A farmer went I trotting u I pon his grey I mare.のようなグ‘ループに

はまとまり難い.我々にとっては， Stressすなわちリズムの問題も大切な

ことであって， むしろ逆に， 自然に正しい音調リズムさえ正確につけば，

がある程度まではついてくると考えるべきであろう. しかし前述のごと<， 

正確なリズムが自然につくには，個々の音が正確に発音されていなければ

ならない.上例の文を用いて， 日本入学生の陥りやすい誤を， Soundと

リズム単位と音調に分けて表わすと次のごとくなるであろう‘

[ 
(α)言5ミリやすい発音

文イタリ

(-E口)まび、リズ'.6.単位

(ol:[面示された発言
反 ζ礼、'l)ズ己主君立

(目指示さf札た音調

(G:)誤リやすい音調
のーイ9lJ

A 

C) 

Eヨ

farmer 

fa:ma 

went trotting. upoηhis g.rey 

l，!en七七¥!r5tiD~δp5n hiZ¥! gJJ rei 
/ 

fa:mawen(t) tr5tiDd p5n(hlizg.了ei

¥l 
J工了人了~~I

寸一一一ーし~し一

(乱)(b)における単語間のポーズの数多及び， リズムや所要時間の差は(的にお

ける母音の付加と相i笑って， (司(b)両者の聞の全体の発音の違いを甚だしい

ものにしている.すなわち指示された通りの発音は，

[<l I fa:m<lwen I tr:Sti!)<l I pおizgreiI me<lJのようになるが，学習者が単

語の区切り毎に切って読みやすいのは， 日本語のシラブルの構成特徴か29
自己の体得した音声組織にあてはめて発音す英語のシラブルを変化させ，

るからである. 日本語のシラブ‘ルの結合様式は， 二拍ずつがーまとまりに

なりやすい傾向があり，二拍からなるものが長ヲ 一拍からなるものが短と

意識されて長短の組合せで七五調や， 五七調等の音数律の発達を見，都々
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逸のリズムが1・2・2.2，2.2・2.1……なる組合せを持っているのもそ

のためであると金田一春彦氏は述べてい之s.同時に又日本語は一拍一拍が
同じ長さに発音される傾向があって，講釈師のごとし拍毎に区切っても

耳障りにはならず返ってリズミカルであるとさえ感じる. 日本語のリズム

単位は Syllable-timedであり機関銃の音のごとき感じを外人に与えるのも

こういった日本語の持つ特設の故である.

さて前の例文の場合では， (1)シラブノしについては 1シラブルの語が

[trJt]→[tur:5t]， [hizJ→[hizuJなどのように 2シラブルになり， (2)発音ーにお

いてはフ [o:J→[;):](口の開き方が不充分)[w]→[u] (わたり音 w十巴の結

合は日本語にはないから ueとなりやすい)tilJ→tilJg (語尾に [gJの音が

つく )gurei→ ([g]の後に [u]が入ることラ 及び二重母音を e十iと切り

はなして等価に発音しがちである〉事を指摘し，文 trottingの[ti1)]の [t]

はdの音によ〈似ているもので aspirationを伴わないし， [i]は hisの[i]

と共に [i:]と対立した音であること， すなわち /I/と/i/とのごとき音

素的対立において表記されること等の注意を学習者に与えることが出来る.

以上の外に顎の聞き工合p 舌，唇p 軟口蓋の動きの説明等が必要であろ

うが，別に相関関係にあるリズムと音調にも矯正が必要なことは勿論であ

って，この三方面からの指導が綜合的に与えられねばならないが9 本稿に

おいては Soundの問題は一応省くことにしたい.それは結論的に言って，

リズムと音調の問題が，現在の学習者に対する発音指導においては，優先

すべきものであると考えられるからである.

3 

英語のリズムについてタ Pikeは次のごとく述べている.

“The timing of rhythm units produces a rhythmic succession which 

is an extremely important ch且racteristicof English phonological 

structure. The units tend to follow one another in such a way that 
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the lapse of time between the beginning of their prominent syllables 
10) 

is someωhat uniform." (イタリック体筆者〉

この等時性 CIsochronism)という考えは，彼自身註に記しているごとく

A. Classeの TheRhythm of English Prose COxford， 1939)から得たも

のと思わーれるヵしともかく， Stress聞の時間的間隔を等しくして話す(少

くとも〉傾向があるということは，厳密な意味におけるIsochronismを否
12) 

定する考え方が一部に起っているにもかかわらず，欠張り認めるべきであ

ろう.なお等時的傾向が英語に全く無いということも言い過ぎであろう.

測定器に現れた厳密に科学的なデータは尊重すべきであっても 3 主観的観

察による分析から得られた結果もまた言語の研究には大切であるというこ

とを忘れるべきではない.等時性の英語教授における価値は少しも減ずる

ものではなく，むしろ，讃極的に英語のリズム習得に利用し，学習者に徹

底ぜしめねばならぬ問題であろう.事実，或る米人は小学生の頃，滑らか

に発音するために手を打って，拍子をとって教室で英語のリズムを学んだ

経験があると語っている.

リズム指導には Stressと Stress の時間的間隔を規則正しくして，テ

ーフ守ルを指で打って学習者に言わせるとよいが，この間隔を約一秒とする
14) 

のが一般のようである.Pratorのレコードでは advancedstude討を目標に

したものである故か，もう少し速い目になっている.平易な読みものを n計画

ural speedで読んだ場合は，一秒より幾分短かくなると思われる. 天満

氏はアメリカ人女性に naturalmann巴rでタ

“When he was a ， child he was I small and I thin. I But he I started 
doing I ex己rcisesI when he was I young， I and by the I time he was 

seven I teen he I weighed almost I two hundred I pounds …" 

の材料を読ませ，区切りのリズム間隔が，平均して約 0.69sec. であり

他の二人は0.76及び0.83sec.であったと述べているでは naturalmanner， 

すなわち naturalspeedとは如何なるものかということが問題になるが9
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これは読む材料の難易，一語当りのシラブ、ルの数等により制限され一概に

定め難いであろう.筆者の概算によればp 天満足のmu定した資料から， 51 
語， 73シラブルタ所要時間18.3秒， (品)100語当りのシラプ、ノレ数143，(b)文単

位の単語数13で， Reading levelとしては RudolfFleschの分析に従えば

FairIy Easy [(a) 142 (b) 14]の部類に属し， Standard (め 150(扮 17の次
16) 

に位するものである.又一秒当りのシラブル数は4，1分当り240であるか

ら， Linguaphon巴AmericanEnglish Courseの〔全課50の内10課までは

約 160~200) 第17 課の約245シラブルに相当するわけであふなおLingua旬

phon巴では一分当りシラフツレ数は約270~275が最高で，後半では概ね200~

250の聞となっていて9 前半の平均は約209，後半のそれは 242シラブ、ルで

ある.又 BetterSpeechでは InformalSpeechが208，Puhlich Speak-

ing 224となり， FENアナウンサ-Bm Davis氏の読んだ、 WorldNews 

Highlightsでは265となっている.以上の数値は，ポーズを含めた大体の

所要時間から割出したものであって9 精密に測定したものではないが，

natural speed の大体の目安にはなるであろう.さて天満氏の第2図によ

れば3 同じ文を普通の女子大生c1年〕が約32.6秒(筆者の計算〉となり

外人に比べて1.78倍の時聞を要していることがわかり， staccato (断音的)

な日本語的りズムで，ポーズ聞の所要時間等は全然無関心に読んでいるの

は興味深い.英語のリズム間隔は3 個人差もあって，絶対値を得ることは

出来ないであろうが，ともかく，上例では日本人学生の speεd の60%以

内で読んでいるわけで，この事から逆に学生が，米人と同じリズムで読む

ならば， Readingの speedは大幅に増し9 更には Hearingの能力の増

進にも役立つことは明かである.

日本人にとって英語のリズムが最も困難に感じられることは Jonesも指
20) 

摘していることであって，日本語の、ンラブル単位的リズムから英語の強勢

単位的リズムへの転換は，学習者には相当の困難を与えるものである.故に

学習初期の段階より p 単語，句，文それぞれのリズムを自然に習得せしめ
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るよう留意して指導しなければならないが，現実の問題として，高校生以

上の学習者には，諸々の学習条件が年齢と共に不利になるということを考

え合ぜてヲ異質物を同化させねばならぬから，その学習法及び教材の選択

が問題となるであろう Fries のいわゆる“Successivesmall steps of 

contrast" (連続する対立の小さな段階〉がこの場合に於ても必要である.

リズムをパタンに分類し，簡単なものから，擾雑なものへ，次第に段階を

経て達するような配慮が望ましい. Allenの LivingEnglish Speechで

はこの意味での工夫が見られ， Key Patt巴rn:口口 (Comehere)，ロロ口

(try again)，ロロロ (1think so)等から次第に難しいノξタンに進み，ロ口

口口口口口口口口 (1'think it was an lexcellent af/fair)のごときものを

含めて， Stress patter立の豊富な用例をそれぞれの Keypatternにつけて，

次に S巴condarystress and rhythm: pattern ~I 刀 J I ('appetite) ~ I n J I 
('talk to him)等ラ細かいリズムのニュアンスを知らしめて後， Intona-

22) 

tionに進む記列をなしている，この様な例題を用いて，或期間継続して徹

底的に習熟さ吃ることが， リズム感の養成に極めて大切なことであろう.

殊に強勢が，第二ジラフゃル以後に置かれる語が文中に来る時は，断音的に

一語一語(又はシラブル毎に〉区切って読む習慣のついている学生には特

に難しく感じるものであるから，集中的にこのような構文に慣れさせる必

要がある.

'this ad'dress I'have a ciga'rette I a'nother 'question / 'do it a'gain / 

主主竪tal竺坐竺主出ノ出単/ぎ型些旦af'包E主主主主po'liceに

おいては強勢間の下線の部分毎にリズム単位と考えて等時的に言わせる練

習をするとよいであろう.一度リズムが特別の注意を払わないでも自然に

つくようになると，次の問題点である音調は比較的容易に教授出来るし，又

学習者自身実際の Speechを聞いても，その音調をそのまま真似ることも

難かしくないが，逆の場合，すなわち英語のリズムを無視した音調の問題は，

日本人学生を対象とする限り考えられないことである.Kingdonも
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24) 

good intonation needs a foundation of good stressing." と述べている.

レコードやテープ等を用いて耳から生の英語を学ばせる時にも，少し長い

例文になるとモデルと同じ速さで真似ることが学習者にとって難しい場合

には， Stressの存在する位置を指摘してp 拍子を打って示せば容易にモデ

ルを真似るようになる.このように， リズム諌習は，機会あるごとに繰返

して行うことが望ましい.この時自然に音調が習得される.

なおリズムと Soundとの問題について付言すると，文中強勢のある語

の母音を強し明瞭に発音するということは，強勢を受けない母音は弱く
25) 

発音されヲ暖昧化して日又は [d]になると L、う現象を起す.この場合強

勢の抑制された、ンラブルが多く続くとヲそれらをまとめて比較的速く発音

されるが，このように，強勢をつけないまま(低いピッチで)速く話すこ

とも学習者には難しいことである.しかし，これは相対的な速度に関する

問題であるからp 強勢を受けるシラブ、ノレを強〈言うと同時に長く引きのば
26) 0 0 0 0 0 0 

すように指導すると，母音の稜味化及び長母音の短音化9 母音又は子音の
o 0 0 0 

省略等の問題をも含めて9 効果的である.前述の「拍子を打つ」ことは多

リズム(速度〕の面からこの問題の解決に役立つと考えられよう a

4 

音調の問題は，音調自体が話者の主観的態度や気持によって大きく影響

されるものであるから，分析された資料を教授する際iこ9 教授者自身の気

持の変化，動揺によって徴妙な(音調の〕変化を誘発する場合があること

は否定出来ない.又教材を同一条件で反復し得るもの，すなわちテープ9 レ

コード等による教授が望ましいが，あまり器械に頼り過ぎると，音調がその

意味とContext文は Situationとの関聯が薄れてしまうという欠点がある.

理想的には， (特に〕音調に関して知識のある nativespeakerが直接

教授にあたることであるが9 すべての学習者にこのような nativespeaker 

が与えられるものではないから，日本人教師がその代投をせねばならない
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場合が多いのが実状である.次に，日本人教師による音調指導の問題を考

えて見たい.
E 

我国において現在多くのテキストに示されている音調型線 (Intonation

∞ntour)は，アメリカの構造言語学，殊に Pikeの理論的研究の結果に基い

たものであるが，従来よりなされていた音調の研究とは全く異って，彼は

複雑なピッチの段階を，明快に四種のピッチレベルに限定した.豊富な音

声学的資料に音素的処理を施したのである Pikeは次のごとく説明する.

“In English， four relative but signi五cantlevels (pitch phonemes) can 

be found which serve as the basic building blocks for intonation 
27) 

contours.円

“A description in terms of五veor six levels would leave many the-

oretically possible contrastiv巴 combinationsof pitches unused. The 

four levels are enough to provide for the writing and distinguish-

ing of all of the contours which h旦vedifferences of meaning so far 
28) 

discovered …円

すなわち 9 意味の差を示す Contour構成要素としての四つの Levelを

認めたのであって， Pitch levelそれ白体は殆ど意味を持たないが， 音調

型線全体において意味を担うようになるから，音調型線をMorphem巴(形

態素〉と考えると都合がよい.ただし Levelpitch oneは通常 Unexpect-

ednessとL寸意味を有するから，これだけで一つの Morphemeとも考え

られると述べていぎ.この四つの Pitchlevelsは後に Trager及び Smith

によりョこの設定の手j[買を裏付ける資料が詳細に発表されたが，Pitchlevel 

を四つに限定したことは， British Englishの場合には問題を残している

ようである Jassem及び Kingdonはそれぞれ独自の表記法を案出して

おり更に複雑である.それによれば，音調のより精密な表記が可能である

が，実際これを教授する立場からは9 複雑な表記は一応音調の概略を理解

した学習者には有効であっても，初心者には，殊にリズムとの関係が理解
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されていないとラ読解が困難であるから出来るだけ簡明な表記にこしたこ

とはない.音調は各学者の立場から，異なった解釈が与えられ，異なった

表記法が案出されているが9 何れも一長一短で，簡にして要を得たものは
32) 

ないようである.

さて Pikeは音調分析を意味との関連において捉えているが，この場合

の意味とは，話者の態度を基盤としてラ一時的，流動的に文に付加される

ものであると考えられる.単語には基本的な個有の意味 (Lexicalmean司

ing)があって，これは本質的に単語の一部を形成するもので，感情等の変

化によって起る Pitchのごとき外来現象に依存しないものである.これに

反して，音調の与える意味はその単語の基本的形態及び意味に一時的随伴

現象として起るもので，その単語の永続的，本質的なものではない.故に

音調の与える意味は，話者の態度によって単語の本来の意味の上に付加さ

れた“ashade of meaning円を指すとする.

“In English， then， an INTONA TION MEANING modi五回 the 

lexical meaning of a sentence by adding to it the SPEAKER'S 

A TTITUDE toward the contents of that sentence.円

音調は本質的には文法構造とは無縁のもので9 話者の一時的に変化する

態度 CAttitude)という観点に立って解釈すべきものである.分析におい

て得られた Pitchlevelは Contourの開始点，変調点及び終結点を構成

する.この;場合，主型線 CPrimarycontour)の開始点には常に，強勢の
34) 

あるシラブルが来るから，ここにオずいて音調とリズムとの関係が生ずる.

さて，" a book of stories円には次のごとき三通りの読み方が可能である.

/book of I storles 
(1) 一
3-'2-3八3- '2-4// 
a 'book of 'stories 

(2) 一
3-'2-3 3- '2-4// 

a 'book of ' st 
(3) ::;-ユニ一一--，三三竺三
3-'2--3- '2-4/ / 

('印は Stressを， /印は Tentativepause を， //印は Final
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pauseを示す.)

上例では， 3ーを Precontour，02-3及び 2-4を Primarycontour， 

3-
0
2-3， 3-
0
2-4をTotalcontourと称する. (1)では ofの前のポーズc/印〉

をはさんでそれぞれリズム単位を構成するが， (2)では bookとofとの聞に

Intonation breakがあって，二個の Totalcontourが一個の Complex

rhythm unitの中に入れられている. (3)においては -3ーで示されるごとく，

後の Primarycontourの Precontourでああと同時に又前の contourの

上下への変調点の役割を果すから， Double functionをなす. (めにおける

Intonation breakは話す時の速度の変化によって区別され得る.

すなわちョ強勢のない Precontour3ーは前の Primarycontourの終り

のシラブ、ノレー3より速く話されるから自然に両者の間に分離が生ずる. こ

のように， Complex rhythm unit内での各 Contour の統一は強勢のな

いシラブルをタそれの属する Totalcontourに，より密接に関係付ける

ことによって守られる.同様の見解は Gimsonにも見られラ彼は次のごと

く述べている.

， ••• those following the strong beat of a rhythmic group tend to 

occupy slightly more time than those which precede the strong beat. 

Thus， in the phrasε The authority ) of the government I is in danger， 

particular speed of utterance is assoぬ tedwith the unaccented of the， 

is in， compared with -ity， -ernment. The rhythmic grouping of 

unaccent疋dsyllables generally correlates with g1'amatical word偶dusters;

…It often happens， however， that an unaccented wo1'd may equally 

well b己 assIgnedto eithe1' of two 1'hythmic groups， e.g. in They 

couldn't hαve chosen， the weak have may be last syllable of the n1'st 
36) 

g1'oup 01' the first syllable of the second group." (下線筆者〕

上記下線の部分は， Pikeの所謂 Doublefunctionを指していると考え

られる.
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5 

さて4種の Pitchlevelsの組合せからなるリズム単位，すなわち Into慣

nation contourの種類は約30に及ぶが Pikeがかtonationであげた資

料よりの分析では19種になっている.その中の主なものは，

。2-4(19%) 02-3(17.1%) 03-4(16.8%) 

。1-4(12%) 02-4-3(10.2%) 03-2(6.4%) 

となって，残りの13種は 5%に満たないものであるから，実用性の点から

はあまり重要なものではないと考えてよかろう.各 Contourの有する意

味は， 02-4型に比べて 01-4型は，注意，対照を示す意味を持つことは変

らないがそれよりも対照の度が強心「強い意、味」や「意外の驚き」等を表

わし9 又。3-4型は。'2-4，01-4型と同様の意珠を持つが，注意，対照の

意、がそれらよりも弱く，平静，超然の要素を持つ.なお 02-4--3型は

("2ーの+C4-3)のごとく分解して理解すiS.このように抽出された Con.

tourはこれを英語教授に応用するに当払 (1) Utility or acceptability 

(幼 Valuein combatting errors (3) Frequency of occurrenceの三点に

しぼって研究され， FaIIing contourが Chiefcontourとして選定された

(Dialogueでは fa1ling53.7%: rising 9.6%，又 Expositionでは62.5%:

1.8%の比率になっている). 文尾では。2-4，文中では， 極〈簡単な材料

ではポーズの前に。2-4を， ポーズのない時は。2-3を， そして Rising

contourは。3----2を，又ゆっくりした Speechの中ではポーズの前には

。'2-4-3がそれぞれ Limitedcontourとして選定された.然し，かなりの

ノミーセンテージを持つ。1-4型が省かれたこと，少くとも Level1を含む
37) 

Contourがこの枠内に入れられていないことは，それらが，感情の高まり，

驚き等の意味を表わすから，初心者には不適当と見倣された故であるが，実

堅企生き生きとした会話ではしばしば山 I間い(例えば与r
tdrible !)，又 smoothな会話の進行には応答においても大切なものであ
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から，一応教材に組入れるべきであろう.なお， Linguaphone American 

English Cours巴ではこのPatternが殆ど見られないのは上述の配慮による

ものであろうが，前述の Speedの問題と考え合わせると， (Linguaphone 

自体相当速く話されている部分があるから，)幾分物足らな〈感ぜ、られる.

いま Pratorの外国人学生のための練習用教材として選んである119の例

題を分析すると，最初に， 最も頻繁に用いられるパタン 3-
0

2-475題を

除いて，次の 9種の Contourが用いられている.

。1-1，01-3， 01-4， 02-2， 02-3， 02-4， 03一一2，03-3， 04一一4

これらのうち，頻度数の多いものは3種で，

(文の始め又は文中〕
(Tentative (文尾又は Final
ポーズの前〉 ポーズの前〉

。2-3 91 13 2 

。2-4 l 39 68 

。3-2 1 27 28 

となって全体の 90.9%をしめている.これらは Intonationの Pattern

practiceの教材作成の参考になるであろうし， advanced student には以

上のごとき Patternの種類を含めた教材を与えることが望ましいことにtt

るであろう.

但し練習問題としては，実際用いられている頻度と歩調を合わすことは

不必要で3 たとえ，頻度数の少ない Patternでも，或程度の回数をもっ

て，繰返し習得出来る様に配列されることが望ましい.

6 

さて， Utility， Value，及び Frequencyの点より精選された教材を9 ど

の様に教授，指導すべきかが次の問題である.

先ず第一段階として，歌に Melodyがあるように，英語には Intonation

という，物理的には Pitchの高低の変化が，付随しているという事実の

認識がなされねばならない.このことは9 学習者によっては仲々理解し難
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たしょく Stress と混同し勝ちなものであるからp充分注意して例をもっ

て指導する必要がある.一度この pjtchの変化を聞き取ると，次第に耳が

慣れて，殻細な差異も判別出来る様になるものであ石39)学生に或忍文を読

ませた後，その音調を表記させると，自己の音調とは異った線を引くこと

がある. これは音調とは如何なるものかということが理解されていないか

らであろう.その中で，英語的音調で読み得る学生は9 表記上の誤を指摘

されると容易に理解するが，音調の誤った，従ってリズムの正しくない読

み方をした学生は，イ中々得心がいかぬものであることを筆者は経験してい

る.ともかく， Pitch levelを(自在に〉発声し分けられ3 又他人の Speech

のPitchlevelを聞き分けられることが音調理解の第一歩であって9 これが

出来なくては音調の進歩は望み難い.

しかし，一応リズム練習において英語のリズムに慣れた後では，文中強

勢のあるシラブノレは主型線の開始点となる故，強勢に伴う高い発声はさほ

ど困難ではない。 リズムにより Stressがラ音調による高さと，同時に一

致してつけられるからである.

音調のパタン指導は， 3-
0

2-4の型が，最も普通の型として選ばれてよ

いが，それは実用性とか，頻度数とか文は，英語としてこの型を用いて話

せば奇異に感ぜ、られないからと言った消極的理由ばかりでなし Pikeの

示している“Value円すなわち，指導上，誤った，若しくは，不自然、な音

調の矯正に役立つという積極的な意味をもつからである. 3-
0

2-4型は

--'¥と表記されるれ坦線は速く発音されねばならない日本人学生

の問題点は，前型繰が長い時に起りやすい.筆者はある教室で“立itis I ~ 

~..." JJZび‘屯jhH ピつ明示して何れが英語とし
て自然であ答かと質問したが，クラスの大部分が一様に後者を指し，二三の

学生のみが前者を指した事実を指摘するに止めたい.学習者は文頭の接続

詞を強めて読む傾向にあるが，これは日本語の類推によるもの (特に q

「もし」の場合日本語では「もし」を強めて言うことが多しつであろうか.
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同様のパタンで文尾の語のシラフツレ内に音調の Inf1田tionのあるものは

注意して練習させねばならない.(例，Y:f..hatdid you thinklキ?与」辿L

出~?)又己点、;を指導すうFMO附に文強勢が来るこ
とから Stressのあるシラブルを引きのばすように指示すると音調の In-

f1ectionや，二重母音が滑らかに ([u]がつけ足りのごとく〉発音される

から効果的であることは前述の通りである.

次に音調と意味との関係についての説明がなされなければならない.文

中重要な語は通常文尾に位置して PrimaryContourを作るが，話者の強

調したい語が文中にあれば，そこに文強勢を受け PrimaryContourは

その点に移動し，その後は概ね Pitchlevel 4のまま語尾に達する.この強

調の種類には， (乱)Contrast (b) Emphasis (c) New or Added Material 

(d) Logical Sel町 tionor Highlighting of Ideasに分けられる.

判 (Tom仙 'tdo it)屯d./1 
ω 山一idh恥ωM色吋はd必idd白oit池正ClTr司r戸ウ守モtヒ:こaid:rウ守~苫~壬モモt/υ/ 
ω lfdId1:ニ/υI (h吋 lOU叫t伐吋巴
ω(1 ha凶da叩n白c田ec侃r代ea釧ms吋O吋仙d白a向 day)五司止/υ/ 

42) 

(め (Whatwas the word he said ?) 'Three Iwas the word he said. // 

これらを教材に導入することは非常に重要であって，類似の例題を反復

練習出来るような配慮が加えられねばならないが，この教材を理解するた
43) 

めにはp 一応普通の読み方についての知識を得ていることを前提とするか

ら，その後の段階において指導されねばならない.

Dialogue及び Exposition を問わず，強調の問題は前後の意味，少く

とも文全体の意味により決って来るわけであって， Readingの場合は，直

読直解を必須要件とした上で読み行く瞬間に強調部分が決定されるもので

あるから教材の内容が高度になるにつれて，学習者に取っては難しいも
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のになる.この問題は，しかしながら， Hearingの面からの援和が可能と

なろう.内容の理解程度が充分でない時は9 教師の Modelreadingを注

意深く聞くことによって，文法的区切り，意味グループ等と共に強調箇所

を明確に知ることが出来るからである.従って9 この特別な注意を受けて

いる語の選択に関しては，若干個人差のあることを認めねばならないe 殊

に会話においては音調を支配する「気持，気分」の要素が変化を受けやす

いものであるから，一定不変ではないことも理解せしめねばならない.外

人AとBでは，同一文を読む時にも，音調が幾らか違ったり，又同一個人

においでさえこの変化が見受けられることもよく経験することである.次

の話はこの聞の事情の説明として面白い.

“... PauI attempted to utter the sentence as he had done originaIIy， 

and felt foo1ish since the simulated emotion of the intonation con-

tours was not paralleled by actual emotion. Persisting in repetition， 

PauI suddenly could not be sure that he was repeating accurately， 

since the sentenc巴 nowappeared somewhat queer and somewhat 
44) 

plausible simultaneously.円

結論的に言って，音調の教授は，出来る限り実際の会話に即した場面の

設定の中で行われることが望ましし Situationを無視して，或あ特殊な

パタンの機械的反復は，むしろ滑稽な感すら抱かせるであろう. O'Connor 

及び Arnoldは Situationの設定について， Verbal Conte玄tとDrillの

形式をとっている.教授者は先ず所定の音調で Contextsentenceを述べ，

それに対して学習者が Dri1lsentenceを答える. この場合 DriIlsentence 

は，必ず Contextsentence に対応した，限定された場面での Response
45) 

でなければならないとしている. Hel1o! の音調は10種にも分類出来よう

が，これらを一時に教えることは，英語の時間に単語ばかりを覚え込ませ

るに等しい.電話での Hel10!は場面を電話の会話に設定して，その中で

会話の説明と共に音調の指示指導がなされるべきであろう.ただし
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Y ou are hungry， aren't you ? 

における文尾の下降又は上昇による意味の差若しくは対立を示すもの等は，

この限りではない.

7 

音調の問題は個々の Soundに止らず，句から文全体に及び，更には一

連の文の集合にまで関係付けられるが，人間の発声器官を通じ，その時々

の気持，態度を半ば無意識的に表現する機能を持つものであれば，音調は9

単なる物理的分析による解釈に止まるべきものではない筈である.音調が

意味との関係において理解され指導されねばならねということは，何を根

拠にしたものであろうか.音調機能は単なる文法形式と一致するものでは

ない.我々は Speechの本質を探る必要に迫られているようである.Pike 

が何気なし 「文尾に最も強い意味が来る傾向があるJと言ったことに対
o 0 

して Jassemは 1-音調を文法上の定義から切りはなして考える必要があ
000  46) 

ると自ら言い出した約束を守っていない」と批判しているが，これは或意

味では正しいがタ又或る意味では揚げ足取の嫌いがないでもない.Pikeは

「文尾」という言葉の代りに rポーズの(直〉前」とでもいえばよかっ

たのかも知れない.とも角上述の Pikeの説明が真理を持つことは確かで
47) 

ある.その証明の理論は Gardin巴rの「スピーチの理論」に求めること

が出来る.これについては別の所でふれたから，本稿では簡単に図示して

おこう.

通常文の構成要素 S+Pにおいては，話手の相手への伝達意図を示す部

分は Pにあって Sにはない. Sは聞手のために話題の手掛りを与えるも

の(として文の初の部分に置かれるの〉である Predicateは話者の関心

とか主要目的を体現する.故に Speaker自身としては Sよりもむしろ P

の部分を強調したいと思うわけである.その強調は，異常感を相手に与え
000  

ることにより果される.同一文形式を用いてこれに，強弱，高低，スピー
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ド等の変化をつけ，又ささやき等の手段を用いて目的を達する.音調の変化

を示すもの，すなわち Pikeの所謂 PrimaryContour， KingdonのKinetic
49) 

Tones等で示される部分は， この様な意味の伝達， 告知内容を自己の感情

(心的態度〉の自然の変化に託しつつ， 人間に与えられた表現手段の一部

としての音調の変化として， (半ば〉無意識的に表出されるものと考えて

よかろう.多くの場合9 この時の発声に Stressが付加されるのは9 正士二牟円にコノ、μ

内容の意図的強調の結果であり，音調の変化(又は急変〉は，本来，情緒

的色彩をその内容に与えるものと思われる.

A (John i8 my friend.) 

B 可¥ (John is my friend.) 

ノ杏・・・
p-
.、
園

、

一
¥
+

、
R

ノ
E

F

庁

辺

、
δ

C
 

(John Is my frIend.) 

上例ではO印の部分(すなわち Primarycontourに当る)が意味内容の

上から Logical(or Psychological) Predicateの機能を果し， Stressを伴っ

た音調の変化で表出されることを示す.Aでは Formal(or Grammatical) 

Predicate=Logical Predicateであるが，Bでは FormaISubject=Logical 

Predicateとなり，論理的述語の流動的性格を示している.C においては

Bの場合とは FormalPredicate=Logical Predicateと一致する部分があ

る

'

な

丸

一

も

異

h
L象

て
作
ド
・
現

ρ
n
-
混
同

l

i

王口

お
句
協
一
言

に

r
一
る

と

い

与

す

こ
則
一
呈

る

1
・
を

それは9 文中ご個所を強調するか，言~半♀S

のごとく対立せる強調とも考えられよう.複雑な様相

その深層の流れを見きわめる時》始めて9 表面に現

れた解き難い謎も解明される.根本原理が把握されれば，大方の問題は氷

解するであろう.
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音調を主して感情表出手段とし，強勢を主として論理的な告知内容の強

調手段と仮定すると，二者の関係が明瞭になろう Stresscarrierとして
50) 

の音調曲線，又は音調曲線上の強勢のリズミカルな響き一一この二つは互

に相交わり一点において合体融合する事があっても，本来異質的のもので

本源を異にする流れと考えられる.

言語は9 生命ある人間同志の間に突されるものであるから，多元的理解

を必要とする Sound(点〉→Word(線〉→Sentence(面〉→音声的要

素を伴なったものヲ Situatio誌を舞台に行われる実際の感情的要素を含む

Speech (立体〉 のごとき考え方は如何であろうか.少くとも言語の音声

面殊に音調の指導は，最終段階の横巾と奥行のある立体面において捉えて

行く必要があろう.意味に関する問題は今後の解明に待たれることが多い

が:音声学的解釈を外面から内面へ向って進めるべきことを強調して大西

博士は次のごとく述べている.

“It is good that semantics keeps the surface-meaning from the stand-

point of ‘language as symbol，' but we phoneticians have to develop 

the study of INTERIOR-meaning， from the standpoint of ‘language 

as psychology.' And， the PROMINENCE itself is the key holder 

to open this new field， 1 believe. If any name is needed for it， 1 may 

recommend PHONESIOLOGY setting up in opposition of SEMA-
52) 

SIOLOGY." 

8 

音調を，上述のごとし本来我々の感情表出手段のーっと見倣すならば，

上昇(曲〉線は感情の高まり 9 又は感情的要素の増大を表わすに反して，

下降(曲〉線はその逆を示すものと考えられる.このような見解に立て

ば， Pikeの分析した Contourの含む意味も，例えば。2-4CContrastive 

Pointing， Finality)， 03-4 C2-4より milder であって Detachedness
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が加わる)， 02-3 (Mild Contrast or Attention)， 03-2 (Incomplete Se-

quence)， 04-3 (Incomplete Deliberation)， 04-2 (C4-3) + C3-2)) ， 

。2-1(Politeness or Cheerfulness)等のすべては，この方向に従っている

ことは明かであろう. 03_2， 04_3の一段のLevelupは未完の意を有す

るから不安， 期待の気持が高まり又緊張するが， 03_4， 02_4で示される

Finality， Detachednessは感情のおさまり 9 平静を示すものである.
γor(¥) 

He doesn't lend his book to anybody. も読み方により意味が変ると

いう訳之 V印は未完を示し意を言外に含めるが，¥印は Finalityを示す

故であり， -All Jright (喜んで応ずる時)， ..J al1 ¥right (諦め的応諾〉

及び，

臼 iWhatis your hame?is hereasking for information ofa factual 

nature， such as an 0白cia161lingup a form.!UThat is your/11aIIIe? 

is a form showing some interest or sympathy， and might be so used 

to invite the confidence of a lost child." 

等の説明もこの観点より領けるものである 又dモy，国~
出判ヰ等における Stresse音調の山とが一致しない場合，感情的要

素の低下が見られるのは多 .--llなる型が英語の最も普通型であ忍から，

話者が9 感情の高まりを示さずに3 すなわち，関心文は情熱を示す度合を

薄くして，普通の型を習慣的，意、無識的に用いて述べたものと考えられな

いであろうか.

9 

Friesは読書の段階を(1)The “Transfer" Stage (2) The “Productive" 
57) 

Stage (3) The Stage of "Vivid lmaginative Realization円に分けている.

(1)の段階では Visualsignsを読むζとを学ぶ.換言すれば9 子供がそれ

迄音声によって知っていた言葉を，文字の形で読み取ることを習得する.

(2)では，文字の記号を意識せず習慣的に意味を理解するのみならず，正確
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なる読書，すなわち，文字には書き記されていない所の正しい「音調及び

強勢j を補って全体的な意味の把握に努める. (3)最後の段階では，日常使
000  

われる生きた言葉以土に r読書」を通じて新しい知識を吸収することが

行われ，更に文学作品を「読み汲む」能力の養成を意味するものである.

言葉の指導は，外国語の場合においても，只単にその目的を実用的価値

に置いて，読み，書き，話し，開く技能の増進という技術面のみの指導に

終始すべきでないことは論を侯たない.その故にこそ，音声面の指導は上

述の第三の段階に至る基礎として，殊に第二の段階においては9 従来重点

が置かれていなかった文の音調，強勢(リズム〉を含めて，特に留意して

効果的になされねばならない.欠如せる個所は速かな充足を必要とする.

英語に生気を与えるものとしての音調， リズムの問題は音声面における指

導に関して基本的なものであると同時に，我々にとって当面の問題でもあ

る.

“Learning to read has no end. We  believe we now know better 
58) 

than formerly where to begin and how." 

-Charles C. Fries 
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